
ソビエトのマスコミにみる「男女平等」

中央テレビとプラウダを中心に

笹尾道子

は　じ　め　に

　グラスノスチのおかげで多くのタブーが解かれ，いまソビエトのマスコミは活気にあふ

れている。テレビには日本ならカットされそうな場面まで登場するこの頃である。しかし

ソビエト中央テレビを視聴し始めて，あることが妙に気になり出した。男性に比べ，女性

の発話がかなり少なく感じられること，男女の話題に偏りがあるように思われることであ

る。憲法には特別に男女平等がうたわれ，保育所の完備や育児休暇など働く女性のための

施策も整い，女性の社会進出めざましく，男女平等が日本よりはかなり進んでいると思わ

れるソビエトで，もしテレビでの男女の扱いに違いがあるとすれば，なぜなのか。

　マスコミは，多数の人々に日々の出来事を伝え，様々な知識を提供する。だが情報の伝

え方によっては時に視聴者に偏見を抱かせ，人々を扇動する力さえ持つ。特にテレビは，

情報の受け手が数千万人にも達することがあるから，影響力は強大である。そのテレビに

登場し，多数の人々に語りかける話し手が，一方の性に偏っていることの意味は小さくない。

　本論ではまず，ソビエト中央テレビの1日の放送時間中に発話する男女の数，職業，発

話の長さ，話題を比較する。次にテレビの発話とプラウダ他の新聞・雑誌記事の中から話

者（筆老）の男女観がうかがえる表現を取り出し，分析し，それらとソビエト女性の社会

と家庭における実態との関係を見て行くことにより，最初に述べた謎を解く鍵を捜すこと

にする。

1中央テレビにおける男女の発話状況

　ソビエトの放送衛星ゴリゾントで送られてくる中央テレビの極東向け放送（Op6nTa　1）

は，時間がずれているだけで，モスクワでの第一プログラムにほぼ匹敵する。1週間で一

番放送時間が長く，番組もバラエティーに富む土曜日と，ウィークデーの1日を選ぶこと

にし，またゴル・ミチョフなどの長い演説がありそうな日を避け，1989年4月1日く土）と
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5月24日（水）の両日，全ての番組をビデオに録画した。劇映画，アニメーション，歌お

よび演芸，外国放送局製作の番組を除き，5秒以上発話した者を選んで，その男女別の数，

発話時間，発話内容を分野別に調べまとめたのが，表1および2である。分野名のうち，

ニュース・司会とあるのは，夕方の「プレーミャ」と朝の「120分」のアナウンサー及び

司会者の発話内容が数秒ずつ多岐にわたるため，ひとくくりにしたことによる。なお対象

はロシア語による発話に限った。

　　　　　　　　　　　　表1　4月1日（土）の発話時間の男女比
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表2　5月24日（水）の発話時間の男女比

女性（34人） 男　性　（96人）
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　土曜日の発話者は合計267人で，うち女性は82人，30．7％であった。女性の発話時間の

合計は，2時間6分43秒で，全体の23．9％に過ぎなかった。男女の人数比は2．3対1，時

間比は3．2対1となっている。つまり男性は全体として，女性の3倍以上話していること

になる。（表1）

　水曜日ではその差はもっと大きく，発話者130人中女性は34人で，’　26．2％，発話時間は

1時間20分25秒で，tt全体の20．2％であった。男女の人数比は2．8対1，発話時間比は4対
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1と開いている。（表2）

　発話内容を見ると，女性は土曜・水曜とも文化関係が最も多い。男性は政治・経済に関

する発話が多く，両日合わせて5時間以上になるのに対し，女性は14分と少しである。女

性が男性を上回っている分野は，天気と番組案内（両日とも），および生活（土曜）と文

化（水曜）のみで，あとはすべて男性上位となっている1）。

　発話者の職業を見ると，両日合わせた397人のうちの29％に当たる115人（男79，女36）

がアナウンサー，レポーター，解説者，海外特派員などジャーナリストであった。特によ

くしゃべる政治解説者，海外特派員の中に女性は一人だけ，レポーターも女性の比率が低

かった。次に多かったのは，俳優，詩人など芸術関係者62人（男50，女12）で，全体の16

％，次が人民代議員2），党役員など政治関係の47人（男41，女6）で12％，学者およびコ

ンピュータ関係が23人（全員男性）で6％と続く。以下，労働者15人（男7，女8），通

訳13人（男5，女8），子ども13人（男7，女6），企業幹部11人（男10，女1），医者7

人（男3，女4），学生7人（全員女性），教師，料理家，ガイドその他が20人（男13，女

7），不明64人（男43，女21）となっている3）。ジャーナリストがもっとも多いのは当然

のこととして，その他ではやはり社会的影響力の強い職種がテレビ出演者の上位を占め，

発話時間も長い。

　男性だけを見ると，ジャーナリスト，芸術関係，政治関係，学者，企業幹部の順に多い

のに対し，女性はジャーナリスト，芸術関係，労働者・通訳，学生の順になっており，政

治家や学者が上位に顔を出していない。また女性ジャーナリストについて言うと，アナウ

ンサーと国内レポーターが大半で，ほかに天気とスポーツの解説者と文化関係の評論員が

数人，海外特派員は1人だけであった。

　以上からわかることは，女性は発話者数でも，発話総量でも，男性を大きく下回り，ま

た発話内容も文化関係に偏り，政治・経済関係が男性にくらべ極端に少ないことである。

発話者の職業分布にも，男女で大きな相違がみられる。

　日本のテレビのニュース番組についての似たような調査があり，比較することができる。

NHK総合テレビ「夜7時のニュース」で男女のアナウンサーがそれぞれどのようなニュ

ースをどのくらい読んでいるかを小玉美意子氏が調査したところによると，1981年には，

男性が全体の78％を読んでおり，政治と経済の分野で，男女の読む量の差が最も大きかっ

た。84年の調査では，アナウンサーの読むニュースの項目数，分野とも，男女の差はみら

れなかったものの，レポーターが男性だけであった。また女性が登場するニュースの項目

1）　番組「旅行者クラブ」“Kπy6　fiyTelllecTBeHHHKoB”はスポーツに入れた。

2）人民代議員は本職と関係なくすべて政治関係者とみなした。

3）職業不明には街頭でインタビューされた人々などが含まれる。
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の割合は12．3％であった4）。．男性上位という点で，ソビエトのテレビは小玉氏の調i査結果

とまことによく似ていると言える。

Ir勇女にまつわる表現

　ソビエトのマスコミで伝えられるさまざまな人々の男女観を探るため，1988年から89年

前半にかけて，中央テレビとプラウダその他の記事から，気になる言葉を拾ってみた。そ

れらの内容を分類すると，大きく3種類に分かれる。そ．れそれについて典型的な例をあげ

七おく。

1　「ソビエトの女性は解放され過ぎた，女はもっと女らしく，男は男らしく」

　Mbl　heMHoro　3a6bmH，　qTo氷eH皿HHa　6cTb）keH取HHa．　Mbl　B　Ha皿eti　60pb6e

3a　gMaHcHHauu｝o，　3a　HamH　HPaBa　3a6blnH，　qTO　｝KeHluHHa　no”＞KHa　6hlTb

o60HTehbHoti，　MH”ova，　Ao6poti，　qTo　Ao”＞KHbl　PfinoM　c　Heti　6blTb　cHnbHble，

My＞KecTBeHHble，　06eperalouHe　ee　My＞KqHHbl．

　私たちは，女性は女性であることを少し忘れていました。解放をめざす，女性の権利を

めざす戦いの中で忘れていたことは，女性は魅力的で，かわいくて，やさしくあらねぽな

らないこと，そのぞぽには女性を守ってくれる強い，男らしい男性がいなくてはならない

ことです。（女，美人コンテスト審査委員長，89／5／21放送）

　Mbl，’＞KeHlrlHHbl　3a　PaBHble　nPaBa，　HQ　nPOTMB　PaBHOrO　nPaBa　Ha　opH3UHeCkMti

Tpyn，　Ha　o，aHHaKoBblti　oTnycK，　Ha　onHHa｝〈oByfo　npono”＞KHTeJlbHo’ モsb　pa60geFo

IIHfi．　HanO，　HaKOHell，　naTb　BO3MO》KHOCTb　3aHVaMaTbcH｝KeHI皿He　TeM，　qTO　eti

npenonpeAeneHo　caMoti　npHpo，aoti，　T．　e．　BgcnHTaHvaeM　neTeti　H　Ma’TepvaHcTBoM．

　私たち女性は平等に賛成です。でも肉体労働や，同じ長さの休暇，同じ長さの労働時間

に対する平等には反対です6もういいかげんに，女性に自然が定めた． ｱと，つまり育児と

母性に女性が牟ずさわれるようにしなけれになりません。（女，代議員，「プレーミャ」

89／6／2放送）

OcHOBHaH　q）YHKIIMfl　＞KeHrllMHbl－BOCnHTaTb　Pe6eHKa．　ECnU　OHa　He　CIIe”aeT

4）小玉美意子「ジャーナリズムの女性観」白文社，1989，p．88，132r　133r
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9ToPo　3a　cBolo＞KM3Hb・To　oHa　npaKTMqecKH　H四e「o　He　c双e岬a・

　女性の主な役割は子どもを育てることだと思います。もし一生の間にそれをしなかった

ら，実際には何もしなかったと同じです。（女．，．高校生，「もし…だったら幸せでしょう」

89／1／26放送）

＞1〈eHIIIHHa　non＞KHa・6blTb　＞KeHcTBeHHoti．

．女は女らしくなくちゃ。（若者，． ｯ上番組）

rn・aBOti　B　nOMe　BCe－TaKM　IIOn＞KeH　6blTb　MY＞KgHHa．

一家の長はやっぱり男℃あるべきよ。（女！．同上番組）

　KpacHBo　oneTaH，　yMeno　no，IIKpauleHHaH　＞KeHmHHa，　HeBonbHo　，1（enaeTcfl

cTpqtiHee　H　Bbl皿le・　TaKa∬　）KeH取HHa　Bo3BbrlllaeT　MY＞KqHHy．　HacTofliUHva

MY＞KgHHa　IleJaeT　Bblllle　CBOIO　CTPaHY．

　美しく装い，上手にお化粧した女性．は，ひとりでにスタイルが良くなり，背が高くなる。

そういう女性は男性を高める。そして本当の男性は自分．の国を高める。（女，読者，プラ

ウダ，89／3／7）

　＞1〈eHIUHHa　4．yMaeT，　qTo　ee｝KA．yT　Ha　pa6QTe・　・・HHKTo　Ha　cBeTe　ee　He）K双eT，

　　　　　　　　　　　ロKPOMe　ee　AeTeH・

　＞KeHIIIHHa　H．孕pa（∫oTe一∋TO　pacnaA　ceMbH　n　MaJIaH　po＞KAaeMocTb．

B・3y・・＞KeHH・・一K・T・y　He・6y，・・T－Y・・laHH・・n・p・…M・脚p6・，．・n・・ll・H耳・

nePe双HaqanbHHKoM　va　YBa＞KeHHfl　K　rnaBe　PocyAacTBa．

　職場でみんなが自分を待ってくれていると女性は考える……自分の子供達を除いて，こ

の世で女性を待っている者などいない。

　女性が働くと，家庭が崩壊し，出生率が低下ナる。

　父親を尊敬せずして指揮官への服従，．上司に対する敬愚国家元首への尊敬は育たない。

（男，「何よりも大事なもの一家庭の泉のぞぽで一」フ。ラウダ，89／2／22）

　Ii160　ypoBeHb　MuaocepAHH　06ulecTBa　onpenenfleTcfl　erO　OTHOmeHHeM　He　K

npeycneBaloLuHM　H　c4nbHblM，　a　K　Teryl，　KTo．cna6．　＞1〈eHuHHa　cJI．a6al　．Cna6eta

MY＞KHHHbl　U3HaHaUanbHQ．

　社会め慈悲活動の水準は，．成功者や強者への態度ではなく，弱者に対する姿勢で決奪る。
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女性は弱い。そもそもの初．めから男．性より．弱．いのだ。（男，「女性達，私た．ちを許して」ア

ガニ，lLク29号／89）

2　「女性はまだ十分解放されていない」

　JIK）6a兄pa60Talo皿エaH＞KeHuKHHa　e｝KenHeBHo　BblnoJIHfieT　y　Hac　nBe　c南eHh【．二Ha

npoH3BoAcTBe　H八oMa．　Ha双。　BceMepHo　HalleJIHBaTb　o6皿工6cTBeHHoe．MH6HHe

Ha　Heo6xo八HMocTb　‘‘aKTa　双oMamHepo　pacKpenouleHHH”．　Hy）KHa　ceMe莇HaH

　　　　　　　りHepeCTPOHKa・

　働く女性は誰もが毎日，職場と家での2交代で働いています。全力を尽くして世論の注

意を「家庭内の湯玉解放行動」の必要性に向けさせなくてはなりません。家庭のペレスト

Pイカが必要なのです6（女，詩人，フ．ラウダ，89／3／8）

　B　”CnoJIKoMax　MecTHbrx　CoBeToB，　npaBHTenbcTBax　aBToHoMHblx　H　cO｝03HblX

pecny6JiMK，　TeM　60nee　B　CoBeTe　MHHMcTpoB　CCCP　＞KeHLuHHbi－60nblliaH

penKocTb，　qpe3BblqanHo　Mano　Hx．　A　Benb　nonoBHHa　Hamero　06111ecTBa，　・na＞K’e

qyTb　60nbme－9To》KeHillHMbl．■■HaAo　no八HHTb　ponb）KeH皿HHbl　B　HcnonHHT・

e”bHblX　OPraHaX，　OTBeqalOIIIHX　3a　OCYIUeCTBJIeHMe　nPHHHTbrX　3aKOHOB．

　地方ソビエト執行委員会，自治共和国及び共和．国政府，とりわけソ連邦閣僚会議の中の

女性はきわめてまれで，極端に少ない。私たちの社会の半分は，半分より少し多いのだけ

れど，女性なんですからね……採択された法律に責任を持つ辣告機関の中の女性の役割を

高め．る必要があり．ます。（女，物理学博士，プラウダ，89／3／8）

Ha田e．O6mlecTBo　oqeHb　naTpHapxanbHo．

私たちの社会はとても家父長的なのです。．（女，評論家，「．現代の女性」89／2／5放送）

3　「女性．よ，社会と家庭でも．つと活躍せよ」

　HepecTpo藍Ka　HeMblenHMa　6e3　八eflTeJlbHoro　．BMelllaTenbcTBa　H　yqacTHH

．丞eH画H・エ．・・．Bcex・6・・B・・曲x　H・mer・．・6・IJecTBa・

．caM：6ti　Ba珊・ti加・cソ八・6．・Tp・H・1…叩・…M・φ・P・・hB・P・ecK…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロTpy双a）KeHH田Hh【兄B」IHeTcπTpy双MaTepHHcKHH・

　1＞lbl　cnaBHM　》KeH㎎HHy　B八Bo営He．3a．　To；　qT6，　cTaB　HapaBHe　c　My）KqvaHoti
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aKTHBHOti　YgaCTHHUeva　06UleCTBeHHOti　＞KH3HH，　OHa’　OCTaeTCfl　HCTOqHHKOM

＞KeHcTBeHHocTva，　八y田eBHoti　ToHKocTH　M　I｛pacoTbI．　OHa－xpaHHTenbHHIIa

ceMetiHoro　oHara，　oHa　BblnoJIHHeT　BenHKyio　collzanbHylo　ponb　MaTep”．

　社会の全ての改革に女性が活発に介入し参加することがな：けれぽ，ペレストPイカは考

えられません。

　国と社会主義の運命にとって，女性のもっとも大事な創造活動の形態は，母としての仕

事です。

　女性が男性と肩をならべ社会生活の積極的参加者となると同時に，女らしさ，心の繊細

さと美しさの源となり続けていることに，2倍の賞賛を贈ります。女性は家庭の護り手で

あり，母という偉大な社会的役割を果たしているのです。（女，文化省次官，「国際婦人デ

ー記念集会」89／3／8放送）

　CoBeTcKMe　＞KeHuvaHbl！　lrloBceqHeBHo　3a60Tficb　o　6”are　ceMbH，　aKTHBHo

YgaCTBYtiTe　B　TPYIIe　H　061UeCTBeHHblX　IleJlax，　60Pb6e　3a　MHP！

　ソビエトの婦人達よ！　毎日家族の幸せに気を配りながら，仕事と社会活動，平和のた

めの戦いに積極的に参加せよ！（メーデースローガン，プラウダ，89／4／16）

　量的に最も多いのは1の型に分類されるもので，発言者（筆者）は老若男女を問わない。

これらはさらに．「女性よ家庭に帰れ」組と「もっと母性保護を」組にわかれる。すでに女

性の労働力は欠かせないものになっているから，さすがに前者をはっきり主張するものは

ごく少数であるが，女性の家庭内での役割重視が両者の共通点である。家事・育児が女性

本来の任務であることを忘れ，家庭を軽視してきたために，離婚が増え，出生率も低下し，

こどもの非行が増えた。女性はもっと優しく，美しく，夫と子どもの喜びの源にならねぽ

ならない。男女平等を追求し過ぎて，女性が女性であることを忘れていた。女性は「弱き

性」（cna6biti　Hon）「美しき性」（npeKpacHbM　no刀）なのだから・，十分な保護が必要で

ある，「育児にもっと時間がさけるよう，女性の労働時間を男性より短くすべきである。

「強き性」である男性は，もっと男らしぐ，一家の長としての役をしっかり果たすべきで

ある，etc．．．要するに，母性と男女の相違の強調である。

　2に分類される主張は，「ソビエト社会はまだ家父長意識が強く，女性は仕事のほかに

家事一切の負担を背負い，二重苦の状態にある。また政策決定，執行の場に女性が極端に

少ないことが，今日のさまざまな問題を引き起こした。男性に家事の半分を分担させ，女

性をもっと政治の場に参加させなけれぽ，女性の真の解放はない」とするものであるが，

数の上では非常に少なかった。88年2月19目付けプラウダには，婦人問題に関する読者の
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投書が11通載っているが，その中の8通（男6，女2）までが母性と男女の相違を強調し

ているのに対レ，家庭内の男女平等を主張．しているのは1通（女）のみで，その他が2通

（男1，女！）となっている。マズコミが取り上げる主張が，そのまま正融こ世論を反映

しているとは限らないが，．少なくともマスコミ自身の姿勢を示しているし．それがまた世

論にも影響しているはずである。したがってソビエト社会では2より1の型め男女観が圧

倒的主流をなしていると考えてよかろう。

　第3の論調は政府関係者にみられるもので，社会の全ての分野に女性が積極的に参加す

ることなしに，ペレストロイカを成功させることはできないとする一方で，家庭の強化を

打ち出し，そこでの母親としての役割を女性本来の使命とするものである。この原点はゴ

ルバチョフの次の言葉にみることができる。

　CeroπHH　cTpaHa　Hy＞KnaeTcfi　B　ToM，．　qTo6bl　B　ynpaBneHMe　gl〈oHoMHKoti，

Ky丑bTypo藍，　B　oσ皿ecTBeHHyK）》KH3Hb　eHre　aKTHBHee　BoBneKanvacb》KeHIIIHHbl．。．

　Ha　HHBapcKoM　nneHyMe　6bm　no，IIHflT　H　Bonpoc　o　60nee　rllHpoKoM

BblABH＞KeHHH》KeH皿HH　Ha　pyl〈oBo皿HIIiyK）pa60Ty．。．

…Mbl・v・pn・M・・T・M・・T・n…C・BeT・…B・acT・． рjeH・ll・He・paBH・e・paB・

　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

。　My｝KqzHoH　Ha　Tpy／1，　HHI〈aKHx　pa3nnqHn　B　onJlaTe　3a　ToT　me　Tpyn，

COIIHanbHyK）3a［llHTY．．．

　Ho　B　qepeAe　Hamux　TpynHblx　6y八He貴　Mbl　KaK．6bl　ynycTznM　M3　BH丑y

cnellHtPHqecKHe　HpaBa　H　noTpe6HocTz　》KeH皿IHHbl，　cB兄3aHHble　c　ee　po」lblo

MaTepH，　xo3fl営KH　ceMbM，　ee　He3aMeHHMoH　ΦyHK双He爵，　no　BocnHTaHHK）双eTe営．

y＞KeHIUHHbl，3aHflToti　Ha　cTpo藍Ke，　Ha　npou3Bo八cTBe，　B　cΦepe　o6cπy＞KMBaHHH，

B　HayKe，　nornolueHHoti　TBopqecKo営　pa60To藍，　npocTo　He　cTaJlo　xBaTaTb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

BpeMeHH　Ha　caMble　》KHTeHcKMe　八e汀a一双oMalllHee　xo3fincTBo，　BocnvaTaHHe

双eTe哲va　npocTo　Ha　y｝oT　B　Kpyry　ceMbH．　HI〈a3a汀ocb，　qTp　MHorHe　6eAbi－H

B　noBelleHHH　πeTe茸　H　Mono双e＞KH，　H　B　耳onpocax　o6㎎ecTBeHHo蕗　HpaBcTBeH－

HocTH，　KYnbTYPbl，　Aa　H　Ha　npoH3Bo八cTBe－cBf13aHbl　c　ocna6JleHHeM　ceMetiHblx

　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　り

y3，双eBaπbBaUHeH　CeMeHHOrO八Onra・

　今日わが国では，経済政策，文化政策，社会活動の分野で，女．性がより一層積極的に参

加してくることが必要．とされている……

　　1月総会では，女．性をもっと広く管理職に登用する商題も提起された……

　……ソビエト政府が女性に，男性と同等に働き，同等の賃金をもらい，社会保障を畳け

る権利を与．えたことを，私たちは誇りに．思っ．ている……
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　しかし困難な忙しい日々の生活の中で，女性の母として，主婦としての役割，育児とい

うかけがえのない役割とかかわる，女性特有の権利と要求を，私たちは見逃してしまった。

建設現場や生産現場，サービス，科学，創造活動の分野で忙しく働く女性には，家事，育

児などの日常的な仕事にさく時間，居ごこちの良い家庭を築くための時間が足りなくな

る。そして青少年の非行とか，社会道徳や文化の問題，生産現場での問題の多くが，家族

のきずなの弱まり，家族の一員としての義務感の低下と関係することが明らかになったの

だ5）。

　ゴルバチョフは女性を管理職に登用する必要性に触れる一方で，今日の社会問題の多く

が，女性が忙：しすぎて家庭のためにさく時間が少ないために起きているとしている。家庭

内での夫，父親の役割については全く言及していない。家事・育児を女性だけの使命とす

る点では1の型の男女観と一致しているが，社会の指導部分に女性が少ない点も問題あり

としていて，結局，女性よ，社会と家庭でもっと働けという主張であると言えよう。これ

をはっきり言い表したのが今年のメーデースローガンである。いったいソビエトの女性は，

そんなに家事をおろそかにしているのだろうか。また管理職に女性が少ないと言うが，そ

れはどういう原因からなのか。

III　ソビエト女性の実態

　ソビエトでは労働可能な女性の92％が働くか学んでいるといわれる。1987年の統計によ

れぽ，ソビエトの全労働者，勤労者の50，8％が女性である。とりわけ女性の割合が高いの

は，商業・外食部門（82％），保健・社会保障関係（81％），教育関係（75％），文化関係

（73％）である。高等教育機関に学ぶ女性の割合は，86年には56％に達しているが，幽研究

者では40％，準博士では28％，博士では13％と割合を下げていく6）。これに対し手作業部

門で働く女性の割合が，工業で58％，農業で98％にものぼることが問題になっている7）。

また深夜労働や重労働にたずさわる女性が多数いることもマスコミでしぼしぼ指摘されて

いる。全体として，熟練をあまり必要としない，比較的低賃金の職種で働く女性が多いと

言える。

　女性の企業長・校長・団体の長は50万人以上いるが，これは全体の11％に当たる8）。職

5）　IVi．　C．　rop6ageB，　nepecTpotiKa　H　HoBoe　MblmneHHe　ILnH　Hameti　cTpaHbl　H　nnH　BCero　MHPa，

　M，　1988，　c．　116，　117．

6）　rOCKOMCTAT　CCCP，　＞KeHiilvaHbi　B　CCCP　1988，　M．　1988．

7）　H．n．　CHaKoBa，　O　Ha皿nx）KeH取HHax，　npaBAa，1989／3／9．

8）　E．　H．　EpmoBa，　D．　E．　HoBzKoBa，　GCCP－CIIIA：）KeHm”Ha　H　06ulecTBo，　M．　1988，　c．　129．
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長・部長・係長クラスは約100万人いるとのことである。日本の87年の女性役職者数（部

長，課長，係長）48，600人に比べればずいぶん多いという印象を受けるが，日本はなにし

ろ世界に名だたる男女不平等の国であるから，この数字と比べてもあまり意味がないかも

知れない。なお87年の日本の雇用者総数に占める女性の割合は36．5％（パートを含む）で

あった9）。

　ジャーナリズムの世界はどうなっているのだろうか。モスクワ大学ジャーナリズム学部

で学ぶ学生の50％が女性で，マスコミ界で働く女性は40％。しかし女性解説者はごく少数

で，政治評論員はゼロ，海外特派員はたった一人という状況だそうである。学部の国際関

係学科では女子を全く受け入れておらず，その理由は，育ててもマスコミで採用してくれ

ないためだという10）。モスクワで働く外国人女性特派員数が100名を越しているというの

に，ソビエトのマスコミは大事な分野でまだ女性を締め出しているわけだ。

　政治の分野へのソビエト女性の進出度はどうであろうか。89年前半に選挙のあった人民

代議員2，249名中女性は352名で約16％しかいない。最高会議議員に選ばれた女性は，542

邸中100人前後で11），約18％である。84年の選挙では，最高会議に女性は33％いたから，

今回大幅に減ったことになる。　日本の衆議院での女性の比率約2％，参議院での約13％

（89年7月24日現在）にくらべれば多いが，人口の半分が女性であることを考えれば，男

女平等には程遠い数字と言わざるを得ない。女性大臣はゼロである。なおソビエト共産党

員中の女性の割合は28％である12）。勤労者の過半数を女性が占めるソビエトで，大事な国

政の場にこのように女性が少ないのはなぜか。

　大きな理由のひとつとして家事の重圧があろう。85年3月のアンケート調査によれぽ，

ソビエトの働く女性は労働日には一日平均3時間13分，休日には6時間18分の家事をして

いるという13）。89年3月7日に文化省次官のシルコワがおこなった演説によると，女性の

家事労働は週40時間に達しているとのことである（男性は6時間）。この原因として彼女

は，物不足により買物の行列がさらに長くなっていることと，家事の機械化が先進国の5

倍遅れていることをあげている。昼は男性なみに働き，家へ帰れば家事のほとんどを引き

受けている女性にとっては，それだけで精いっぱいで，自分の日々の生活に直接関係がな

いように見える政治の場へは，出て行く余裕がないというのが実状であろう。

　9）　「女性の役付き10年間で倍増」朝日新聞，1988／10／31。なお，日本の女性管理職の割合は，全体

　　の1％強程度である。

10）89年5月22日放送中央テレビ「120分」のジャーナリズム学部長の話にもとつく。

11）89年6月1日付けのプラウダに掲載された名簿をもとに計算したが，性別を確かめられないも

　　のが4名あった。

12）　E．　H．　EpuioBa，　D．　E．　HoBvaKoBa，　CCCP－CIIIA：　）KezuHHa　H　06mecTBa，　M．　1988，　c．　80．

13）　内訳は，炊事1時間13分（休日1時間57分），住まい・衣服の手入れ56分（2時間21分），育児14

　分（25分），買物46分（1時間25分），その他4分（10分）。rOCKOMCTAT　CCCP，》KeH皿HHb【

　BCCCP　1988による。
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　そして家事の重圧がおもに女性にのみかかっている原因として，ソビエト人がもつ，根

強い性別役割分担意識をあげることができよう。それはHで取り上げたように，マスコミ

が伝える，各層の人々の言葉の中に読み取ることができる。「どんなに外で働いていよう

と，女性本来の使命は家庭を守り，子どもを育てることにある。女性がなるべく家事に時

間が割けるよう，社会的労働の負担を軽くする必要がある。リーダーシップを取るのも，

政治の場へ出て行くのも男性の役割。女は女らしく，男ぱ男らしく。」という考え方であ

る。意識としては，大方の日本人とまことによく似ていることに驚かされる。違うのはソ

ビエト女性のほとんどがフルタイムで働いている．ヒに，機械化の遅れた長時間の家事労働

をしているため，日本の共働き女性より疲れているであろうことと，最近日本の女性の間

では男女平等意識と政治意識が高まってきており，マスコミなどで上記のような主張をあ

からさまにしょうものなら，痛烈な反撃を受ける覚悟が必要になってきていることであろ

う。

　社会制度が変わっても，人間の意識の変革は非常にむずかしいことがよくわかる。そし

て意識は，女性の社会と家庭における実態ともよく関連している。ペレストロイカの中で，

家庭の役割と母性の見直しと保護が強調されるようになって，性別役割分担型の男女観は

むしろ力を増してきているように感じられる。重労働や深夜業でやむなく働く女性にとっ

ては，母性保護規定の強化がたしかに必要である。女性は育児休暇を有給で1年半，無休

で1年半，計3年までとれることが最近決まった14）。育児になるべく長く専念したいとい

う女性にとっては朗報である。しかしこれは一方で，女性が職業的力量を高めるのに最も

適した若い時代に，長期間職場から離れ，キャリアを中断し，男性に比べ大きく遅れをと

ることをも意味する。社会の指導的部分に登用されるべき女性が育ちにくくなるわけだ。

女性の管理職への登用の必要性をいいながら，一方で母性だけを強調することは，このよ

うな矛盾を含んでいることに，ペレストロイカ推進者たちは気づいていないのだろうか。

婚姻法に「夫も妻もどちらも家庭と子どものめんどうをみなくてはならない」という条項

を持ち，育児休暇を男性にも認めているスウェーデンの方が，真の男女平等への道を，1

歩も2歩も先に進んでいる。育児の喜びを味わう権利は，男性にもあるはずだから。

　以上見てきたように1テレビでの男女の発話状況は，ソビエト人の男女観と実態とを如

実に，ある時は増幅して伝えているのである。

　仕事も家庭も百パーセントやりこなすことを求められ，疲れ，悩んでいるソビエト女性

の，あきらめにも似た次の言葉が印象深い。

14）89年8月22日閣僚会議等で決議，早い所で89年12月より実施の予定。
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　EcaH　xopolHaH　pa60THm＜，　To　nπoxaH　MaTb　H＞KeHa．　Ec、πH　xopomaH》KeHa

H　MaTb，　TO　nOCPe21CTBeHHaH　Pa60THZK．　A　eCrm　BblllOnHHellib　9TH　H　，IIPYPZe

o6fi3aHHocTn，　To　sTo　y＞Ke　He　genOBeK．

　よい働き手であろうとすれぽ，悪い母・妻となり，よい妻であり母であろうとすれぽ，

働き手としてはまあまあということになるでしょう。もし両方の義務を見事にこなしてい

るなら，それはもう人間ではありません。

　SI　Hy＞KHa　My＞Ky，　AeTflM，　MaTepH，　pa60Te．　TonbKo　ce6e　He　Hy＞KHa．

　夫も，子供も，母も，仕事も私を必要としています。でも私自身だけは私を必要として

いないのです。（いずれも女，編集部への手紙，「もし・一だったら幸せなのに」，89／1／26

放送）

ま　　と　　め

　ソビエト中央テレビ（Op6HTa　1）における男女の発話状況を調べた結果，発話者の数，

職業，発話時間，発話内容のいずれにも，男女の間で大きな不均衡がみられた。数で男性

は女性の2倍以上，時間では3倍以上に及ぶ。政治解説員，海外特派員は男性で占められ

ている。ジャーナリスト以外の職業では，男性は芸術，政治関係，学者，企業幹部の順に

多いのに対し，女性は芸術関係，労働者，学生の順になっていた。政治・経済に関する発

言は，ほとんど男性という状況であった。

　テレビとプラウダその他のマスコミで伝えられるソビエト人の男女観は，性別役割分担

意識にもとつく女らしさ，男らしさと母性の強調が目だった。

　ソビエト女性の実態を調べると，外では男並に働き（それもあまり熟練を必要としない，

比較的低賃金の分野で），家に帰れば長時間の家事が待っているという姿が浮かび上がっ

た。上級管理職や学者，国政の場に女性は極端に少ない。

　ソビエト中央テレビにおける発話状況は，ソビエトのマスコミ自身の体質の古さととも

に，何よりもソビエト社会の男女観と，それに起因する女性の実態とを如実に反映するも

のだった。

　もし経済改革がうまく行って買物の行列が短くなり，機械化が進んで家事労働が軽くな

っても，母性神話と性別役割分担意識からの解放がない限り，ソビエト女性の苦悩と男女

格差は続くであろう。それは日本の女性も全く同じである。


